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岩見沢市政において、今後、重要な要素を備えている事項や課題となっているもの、また
日常の市民生活において課題となっているもの、改善すべき点等 に々ついて、市民と議会
との意見交換を行い、今後の市政に反映していくことを目的として開催します。

岩見沢市議会

意見交換意見交換会会

平成２９年第３回定例会の内容をお伝えします。

１１月２５日�����３�～
会場 岩見沢市生涯学習センターいわなび（岩見沢市４条西１丁目）

当日の流れ
開催テーマに基づいた意見交換を実施。その後、参加
された皆様からの自由な問題提起、意見交換を主とし
て開催します。
（開催時間は、全体で100分程度を予定しています。）

※事前の参加申し込みは不要です。（無料）

開催テーマ 除排雪について
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審議結果提 案 理 由 等件 名議案番号
原案可決個人番号カードを利用し、コンビニエンスストア等に設置されている多機能端末機を介した印鑑登録証明書の交付を可能とするため、所定の規定の整備を行おうとするもの岩見沢市印鑑条例の一部改正について議案第８９号

原案可決子育て支援住宅の設置に伴い、当該住宅入居資格、入居期限等に関する規定の整理を行おうとするもの岩見沢市営住宅管理条例の一部改正について議案第 90号
原案可決安全安心な学校給食を提供するため、従来の３施設を統合し、新たに共同調理所を設置しようとするもの岩見沢市立学校給食共同調理所設置条例の一部改正について議案第91号
原案可決施設の利用環境の変化に伴い、条例を廃止しようとするもの岩見沢市豊里地区コミュニティセンター条例の廃止について議案第 92号

原案可決
歳出において、保育所入所運営事業、産地づくり推進事業、街路事業、幼稚園入所運営事業等に係る所要額、財政調整基金への積立金及び予備費について補正することとし、歳入においては、分担金及び負担金、国・道支出金、平成２８年度繰越金、諸収入並びに市債を見込み、歳入歳出それぞれ２億２０６万４千円の追加等をしようとするもの

平成２9年度岩見沢市一般会計補正予算について（第２号）議案第 93号

原案可決
保険事業勘定の歳出において、償還金に係る所要額及び予備費について補正することとし、歳入においては、基金繰入金及び平成２８年度繰越金を見込み、歳入歳出それぞれ１億8,381万２千円を追加しようとするもの

平成２9年度岩見沢市特別会計介護保険費補正予算について（第１号）議案第 94号

閉 会 中継続審査平成２8年度岩見沢市一般会計及び九つの特別会計決算の認定を受けるべく、監査委員の意見を添えて提出するもの平成２8年度岩見沢市一般会計及び各特別会計決算の認定について議案第 95号
閉 会 中継続審査平成２8年度岩見沢市病院事業会計決算の認定を受けるべく、監査委員の意見を添えて提出するもの平成２8年度岩見沢市病院事業会計決算の認定について議案第 96号

閉 会 中継続審査
平成２8年度岩見沢市水道事業会計決算で生じた利益を処分するため、議会の議決を得ようとするもの。あわせて、平成２8年度岩見沢市水道事業会計決算の認定を受けるべく、監査委員の意見を添えて提出するもの

平成２8年度岩見沢市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について議案第 97号

閉 会 中継続審査
平成２8年度岩見沢市下水道事業会計決算で生じた利益を処分するため、議会の議決を得ようとするもの。あわせて、平成２8年度岩見沢市下水道事業会計決算の認定を受けるべく、監査委員の意見を添えて提出するもの

平成２8年度岩見沢市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について議案第 98号

議案第 95号・平成２8年度岩見沢市一般会計及び各特別会計決算の認定について ほか３議案（議案第96号～98号）
決算審査のため、※全議員で構成される決算審査特別委員会が
設置されました。

決算関連４議案の審査のため、全議員で構成される決算審査特別委員会が設置されました。
※閉会中継続審査とすることが決定され、審査は１２月開催予定の第４回定例会開会までに行われます。

※全議員～議長と議員の中から選出されている監査委員の計２人を除く19人の議員
※閉会中継続審査～議会会期中に審議終了できず、付託を受けた委員会が議会閉会中に引き継き審査を行うこと。

第３回定例会までに提出された次の陳情・要望書は全議員に写しが配付されました。

■「全国森林環境税の創設に関する意見書採択」に関する陳情について（依頼）
■ 障害児者の生きる基盤となる「暮らしの場」の早急な整備を求める意見書を国に提出することを求める陳情書
■ 地球で生き続ける為の地球社会建設希望決議を、今、して頂きたい陳情書
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１ 伊澤 幸信（市民クラブ）

① 学校給食

② 共助と地域コミュニティ

２ 石黒 武美（政和会）

① 新庁舎の建設

② 市民の健康づくり

３ 平野 義文（市民クラブ）

① 市役所庁舎の建設

４ 山田 靖廣（日本共産党議員団）

① 防災行政

５ 酒井 和子（公明党）

① ダブルケア

② 図書館のさらなる利活用

６ 上田 久司（日本共産党議員団）

① 国民健康保険

② 市庁舎の建てかえ

７ 大和 勝 （政和会）

① 地方公会計制度の導入

② 起業家育成の推進

③ 手話言語条例の制定への動向

８ 斉須 正友（公明党）

① ＪＲ北海道の鉄道事業の抜本的見直し

② 育児休暇制度の運用

９ 池島 和行（無所属）

① 地域と連携した環境美化等の取り組み

② 総合的な雪対策

一般質問項目一覧※大項目のみ掲載

――①岩見沢農業の農産物の学校給食

における食材のうち、農産物の使用率は

主食である米飯としての米、パンや麺類

の原料である小麦は、全量岩見沢産のも

のが使用されているが、主食以外の野菜

などの農産物の使用率はどのくらいか。

②幼稚園における給食の提供が、将来に

おいては環境が整った際には実現する

ことができれば、当市の目玉施策にもな

り得るものと思うが。③学校給食共同

調理所の役割の一つとして、地震や洪水

などといった災害時における避難市民

に対し食糧を提供できる施設としての

機能も必要と考えるが。

①学校給食における岩見沢

産の野菜の使用率について

は、それぞれの収穫時期や収穫量、

また保存期間によって異なってい

る。主な野菜の平成２７年度の使用率と

しては、タマネギが８２%、ジャガイ

モが５７%、白菜・大根が

５７

４０%、ネギ

が３３%となっているが、平成

３３

２５年度

の実績と比較して、タマネギ、ジャ

ガイモ、大根、ネギ等で使用率が伸

びてきており、今後も可能な限り、

岩見沢産の新鮮で安全安心な農産物

の使用に努めてまいる。

②新しい調理所については、現在の

小中学校を対象とした調理能力に見

合った施設整備を行っている。

幼稚園への給食の提供について

は、将来において、児童生徒数や学

級数の減少によりその能力に余裕が

生じた場合、施設の有効活用を図る

こととあわせて、子育て支援や食育

の観点から、選択肢の一つと考えて

いる。
③新しい調理所では、通常時に６３００食

の提供を予定しているが、停電や断

水時であっても、非常用発電設備、

受水槽の水、調理用のＬＰガスによ

り、在庫の米で１回当たり最大７０００食

の炊飯を３回行う機能を備えてお

り、合計２万１０００食分を提供すること

が可能である。

市民クラブ

伊澤 幸信
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――①建設場所に関して、総合的な評価

に基づき最終判断をすると理解してい

るが、その中において、市長が一番重要

視する判断項目について、その見解は。

②これまで実施してきた合併特例事業

に係る、市としての基本的な考え方は。

①新庁舎建設の取り組みに

関しては、これまで市庁舎

建設において、特に施設の安全性並

びに工期等が最も重要であるとの認

識に加え、市民の安全と安心を守る

という自治体の責務を果たすために

は、他の官公署等との円滑な連携が

図れる周辺環境も、重要な要素であ

る。旧北村・栗沢・岩見沢は、過去幾

度となく水害に見舞われており、そ

の中でも昭和５６年８月の集中豪雨、

いわゆる５６災害による被害では、住

宅への多数の浸水被害も発生し、市

内の道路網も分断され、一時は国道

１２号、函館本線並びに幌向駅構内も

冠水により通行ができない状況とな

ったところである。

これらの過去の歴史や直近の水害

や地震、さらに冬期における雪対策

を教訓として、災害時においても途

切れることなく自治体の業務を継続
し、市民の安全と安心及び市民生活

を守るため、総合的な災害対策の拠

点としての整備を早期に実施できる

ことが最も重要と考えている。

②合併後の財政基盤の確立のため、

歳入面では合併算定がえや合併補正

などの地方交付税の加算を受けなが

ら、歳出面では定員管理による人件

費などのコスト削減を図るととも

に、各種大型プロジェクト及び北村、

栗沢地域の振興を推進するため、合

併特例債、過疎債などの有利な財源

の活用など、確実な財源確保を図り

ながら、地域の均衡ある発展及び市

民サービスの充実に取り組んでき

た。また、将来負担を考え、当初は合

併特例債を予定していなかった既存

事業から合併特例事業に移行可能な

ものを振りかえるなど、合併特例債

の最大限の活用を図ってきたところ

である。

いわみざわ市議会だより 第１１3号 ４

――現在市長は、施設の安全性と工期等

が最も重要との視点を最優先されてい

るが、その合意形成に至るプロセスで二

分する意見に対し、市民が考える機会を

得るための判断材料を示す必要がある

と思うが。本年４月庁舎建設準備室を

立ち上げ、内部検討委員会の

検討結果報告書について、５月にパ

ブリックコメントの募集を行った。

その際、新たに検討結果報告書概要

版を作成し、限られた時間の中、で

きる限りの市民周知に努めた。

パブリックコメントの募集結果に

ついては、６月に市議会特別委員会

に報告した後、速やかに公表を行っ

た。また、パブリックコメントの意

見を踏まえた検証結果について、８

月27日と
27
２９日に、市民説明会を開催

しお知らせをした。

また、岩見沢商工会議所からは、

市庁舎建設等に係る提言書をいただ

いているほか、まちづくり団体や経

済団体等への情報提供及び意見交換

を進めている。

再質問
情報提供が場所の議論のみな

らず、もう少し全般的な部分で考えるこ

とはできないか。

場所の議論に集約している

わけではなく、一定の検討を

加えた上で、今情報のやりとりをし

ている。
また、新庁舎の発揮すべき機能で

あるが、その大もととなるのは人口

ビジョンと総合戦略の延長線にあ

る。施設としての庁舎が果たすべき

役割は、人口減少により大きく変わ

りはない。適正なサービスを提供し

ていくという、その拠点となるのが、

市の庁舎としての施設機能である

し、何よりも災害の防災拠点として、

万が一倒壊した場合は大変な事態に

なるため、そういった観点も含め、

情報の提供には限られた時間の中努

めている。
再々
質問
特に市民説明会において、場

所の議論であったと感じているが、そこ

の見解についてお聞かせいただきたい。

市民の意見の中では場所の

問題というふうに理解して

いる。建てるか建てないかということで

あれば、建てたほうがいいと。ただ

しその場所がどこなのかというの

が、一番関心を集めているというの

が現実であると思う。

市
役
所
庁
舎
の
建
設
に
つ

い
て

市民クラブ

平野 義文

市長

政和会

石黒 武美

新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て

市長

市長市長

一 般 質 問



５ いわみざわ市議会だより 第１１3号

――災害時の情報伝達について、防災行

政無線施設整備の考えは。また、どのよ

うな設置基準と補助金制度があるのか。

当市では、災害時の情報伝達

手段として、緊急告知ＦＭラ

ジオを初め、登録制メールや町会・自

治会への防災ファクスなどを導入し

ている。
防災行政無線について、国は設置

するための基準等は設けていない

が、社会資本整備総合交付金や防災

対策事業債などの補助制度を設けて

いる。北海道内での整備状況は現在９６市

町村、整備率では５３・６％となってお

り、当市でも旧北村・栗沢地区でアナ

ログ方式の防災行政無線は整備され

ているものの、老朽化が進んでいる

状況である。
市としては、防災行政無線の再整

備よりも、災害時やＪアラートに連

動して自動で起動するなど、優位性

の高い緊急告知ＦＭラジオにより、

情報伝達の多重化を進めていきたい

と考えており、これまでに、災害弱

者と言われる障害者や高齢者世帯な

どへの無償貸与も行って、現在は約

４８００世帯、市内世帯数の

４８００

１１％に普及し
ている。

再質問
現在１１％に普及している緊急

告知ＦＭラジオを今後どれくらいふや

していく考えか。
現在のアナログ式をデジタ

ル式へ切りかえることが必

要である。これは、Ｊアラートとは

連動しない。デジタル音声での自動

放送ということには、現状には実は

対応し切れておらず、北海道内でも、

デジタル防災無線を一部だけでも採

用して設置をしているところは、５０

自治体ぐらいかと思う。その中で同

報系はより少ないのも実態であり、

岩見沢市の４８０平方キロという広大な

面積の中で、８万３０００人の市民にでき

るだけ災害情報等を効率的に伝達す

るには、防災行政無線は、例えば屋

内にいる場合に、例えば冬期間でシ

ャットアウトしているときには、世

帯単位の個別の端末がないからより

情報も伝わらないというようなこと

もあるので、より伝達率の確実なこ

とが見込まれるＦＭはまなすを活用

した防災情報伝達に向けて取り組ん

でいきたい。

一 般 質 問
市長

防
災
行
政
に
つ
い
て

日本共産党議員団

山田 靖廣

――①ダブルケアなどのケースについ

て、実態をどのように捉えているか。現

状の認識について伺う。②ダブルケア

問題について今後どのように取り組ん

でいくのか。①ダブルケアは、超高齢社会

を迎える中、核家族化、出産

年齢の高齢化、仕事と介護の両立、

経済状況など、さまざまな分野の課

題が絡み合って複雑化する福祉ニー

ズに対しまして、制度の枠組みを超

えて包括的・総合的な支援が求めら

れる新たな行政需要の一つでござい

まして、仕事において働き盛りの世

代が家庭において育児と介護の両方

を担うことから、担い手の心身に与

える負担は大きく、ダブルケアを行

う方への支援が重要であると認識し

ている。
当市の高齢者の総合相談窓口であ

る地域包括支援センターと子育ての

相談窓口である子育て支援センター

では、これまでダブルケアの問題に

ついての相談例はない。保育所に子

供を預けながら介護しているという

世帯はあるが、現段階では、介護や

保育など世帯ニーズに合った利用を

されている。

②育児、介護、働き方など個々
のニ

ーズの多様化が進む中、ダブルケア

の複合的な課題を解決していくため

の包括的・総合的な支援には、各関係

機関の横断的な連携が不可欠である

と考えており、今後については、ダ

ブルケア世帯の増加も予想されるこ

とから、高齢者福祉、子育てなどの

関係部局が連携を図りつつ、他の自

治体の先進事例も参考にしながら、

支援体制のあり方について研究して

いきたい。
再質問
どのようにダブルケアで悩ん

でいる方を救っていくのか。

関係部局の情報共有を図っ

ていく取り組みが重要であ

り、他市で行っている相談窓口やコ

ーディネーター制度など、どういう

体制がいいのか研究していく。

※ダブルケア

介護と子育てが同時に進行する状態のこと。

ダ
ブ
ル
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公明党

酒井 和子

市長

市長

市長



いわみざわ市議会だより 第１１3号 ６

一 般 質 問
――①広域化に伴う影響と対応は。②

悪質滞納者という考え方と市の対応は。

①広域化に伴う保険料は、

現段階での試算であるが、

北海道が示した標準保険料率による

岩見沢市の保険料と現行保険料を比

較すると、国が示したモデル世帯に

おいては、最大で４万円程度の保険

料が下がるが、今後、全体の分析が

必要であると考えている。

広域化に係る市民への周知につい

ては、これまで、市のホームページ

でお知らせするとともに、北海道の

国保のページともリンクして周知を

図ってきた。また、１０月の保険証の

更新時に広域化のチラシを同封する

ほか、今後、広報と市のホームペー

ジで、市民周知を図っていく予定で

ある。広域化に伴う市の対応について

は、資格管理や保険給付、保険料率

の決定・賦課・徴収、保健事業など

については、従来どおり市が対応す

ることとなっている。

②市の考え方はこれまでと変わるこ

となく、例えば未納となっている保

険料の督促状や催告書を送付しても

全く納付相談や納付に応じないこと
や、訪問した際にも居留守を使い、

納付の誠意が見られないなどの場合

には、納付されている方との公平性

の観点からも、法令に基づき適切に

対応している。差し押さえに至るま

でには、それぞれの納付相談、納付

指導をした上で、必要とされる場合

には、生活状況や資力等の調査を十

分に行い、支払い能力がある場合差

し押さえ予告を行い、それでも納付

相談に応じない場合には、納付して

いる方との公平性の観点から、法令

に基づき適切に行っているところで

あり、今後においても同様に、滞納

者の状況を十分に把握した上での対

応を図っていく。

再質問
より個々
の滞納者の実態をつ

かむというところに力を入れていただ

きたいと思うが。
例えば差し押さえ予告ある

いはその前の催告等々
のと

きに、担当部署にご相談をいただく

というのが何よりも一番重要なこと

であり、個々
の実態の確認をとった

上で努力をしており今後も続けてい

きたい。

日本共産党議員団

上田 久司

国
民
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康
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に
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――①約２年間の検討状況・また聴覚に

障がいのある方々
のために福祉充実の

ための取り組み状況は。②手話言語条

例を制定することが、行政・議会・市民

が一体となって取り組むことにつなが

ると考えるが。
①手話は法律上、言語の一つ

として認められ、聴覚に障が

いのある方同士、または健聴者とコ

ミュニケーションをとる際の重要な

手段の一つであるということは、私

も強く認識をしているところであ

り、北海道の手話言語条例の制定に

向けた議論を注視しながら、検討を

進めてきた。
また、聴覚障害の福祉充実のため

の取り組みとして、市職員や金融機

関職員を対象にした手話講習会の開

催、手話通訳者の派遣、社会福祉協

議会の手話奉仕員養成講座などを行

っており、さらに平成２９年度からは、

市役所の専任手話通訳者を２名に増

員し、窓口体制の充実を図るととも

に、災害時に、聴覚に障がいがある

ことや手話ができることを周りの方

に知らせるための防災バンダナをろ

うあ協会の全会員に配布したところ

である。

②全国の自治体において手話言語条

例の制定が進み、北海道においても、

１３の自治体で条例が制定されてい

る。手話言語条例の制定に当たって

は、手話は言語であることを改めて

確認することと、手話を使いやすく

する環境を整備することが重要な目

的の一つであると認識しているが、

誰もが自分らしく活躍し、障がいの

ある方もない方も健康で明るく元気

に暮らすことができるまち、地域共

生社会を実現する上で、条例の制定

には大きな意義があるものと考えて

いる。今後においては、岩見沢ろうあ協

会や関係団体の皆様と意見交換しな

がら、手話言語条例の制定に向け、

具体的な検討を進めてまいりたいと

考えている。

手
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政和会

大和 勝
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７ いわみざわ市議会だより 第１１3号

――岩見沢市が関係する室蘭線、沿線自

治体との協議の経過について

昨年１１月のＪＲ北海道の単

独維持困難線区の公表以降、

岩見沢市、栗山町、由仁町の南空知

の室蘭線沿線３市町において、鉄道

は、ネットワーク全体で人や物の流

れを支えており、特定の線区だけで

なく、少なくとも全道レベルで鉄道

の役割を考える必要があるとの観点

から、北海道の鉄道ネットワークワ

ーキングチームや、その上部組織で

ある北海道運輸交通審議会地域公共

交通検討会議の議論の動向を注視し

つつ、情報共有など、連携を図って

きた。本年２月には、北海道の鉄道ネッ

トワークワーキングチームが、将来

を見据えた北海道の鉄道網のあり方

について、３月にはこれを受けて、

北海道運輸交通審議会地域公共交通

検討会議が、鉄道のみならず、バス

や航空路なども含め、本道の公共交

通ネットワークのあり方についてま

とめたところである。

こうした動きを踏まえ、南空知の

沿線３市町は、４月２１日に、北海道

も交えた首長懇談会を開催し、住民
の足としての室蘭線存続の必要性や

線区についての情報の収集や共有、

利用促進の取り組み等について確

認、続く５月１５日には、再び懇談会

を開催し、ＪＲ北海道の担当者から、

平成２８年度の決算状況や線区の利

用・収支状況、構造物の老朽化等の現

状などについての説明を受けるとと

もに、今後の利用促進策検討の基礎

資料とするため、７月１９日に３市町

で連携し、岩見沢から三川間の８駅

において、利用実態調査を実施した

ところである。

また、同じく７月には、空知地方

総合開発期成会としても、ＪＲ北海

道が単独維持困難線区とする室蘭線

を含めた空知の４線区について、国

や道などに対し、ＪＲ北海道の経営

再建に向けた抜本的な支援、ＪＲ北

海道の鉄道施設の老朽更新対策、鉄

道貨物輸送体制の確立、地方鉄道の

存続の４項目について要望行動を行

っている。

一 般 質 問
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公明党

斉須 正友

市長

――それぞれの事業所などに近隣町内

会と連携をして、車歩道の清掃などを初

めとする町内会活動を協働で行うこと

ができるように行政が今以上に積極的

に呼びかけなどを行うことで、さらに、

市長の掲げる「みんなが幸せに、楽しく

暮らせるまちへ」となるのではないかと

考えるが、市長の考えは。

車歩道の清掃等の現状であ

るが、市道においては、幹線

道路であれば、融雪後に歩車道全体

の清掃を実施しており、あわせて植

樹ます内の清掃も実施しているとこ

ろである。
また、植樹ます内の草刈りにつき

ましては、交差点や横断歩道付近な

ど、交通安全上危険であると判断し

た場合は、部分的な草刈りを実施し

ている。
なお、国道・道道の草刈りにつきま

しては、全線年１回、交通安全上危

険と判断した場合は年２回、植樹ま

す内を含め実施していると聞いてい

る。市としては、町会等へ安価にて花・

苗をあっせんし、地域の環境美化活

動の支援を行うとともに、関係機関・

団体と連携を図りながら、道路等の
環境美化に向けた取り組みを行って

いるところである。

車歩道の清掃等における事業所や

町会等の協力については、毎年、い

わみざわ環境美化の日に合わせ、事

業所や町会等に道路の清掃や草刈り

等の環境美化活動のお願いをしてお

り、今年度は、９町会と４８の事業所

等にご協力をいただいたところであ

る。現在、定期的に環境美化活動をさ

れている事業所や町会もございます

が、今後においても、美しいまちづ

くりの推進を図るため、関係機関・団

体と連携して、地域での定期的な環

境美化活動の取り組みについて、協

力をお願いしてまいりたいと考えて

いる。

無所属

池島 和行
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今回初めて広報広聴委員会に配属となりました豊岡です。２年間宜しくお願い致します。
今、広報広聴委員では、「議会だより」がより見やすく分かりやすいものに出来ないか検討しています。

また、当委員会では、市民の皆さんから直接意見を御聴かせ頂くため「意見交換会」を１１月２５日に開催
致します。

多くの市民の皆様の参加をお願い申し上げ、編集後記とさせて頂きます。

[委員長 ]酒井和子 [副委員長 ]楢舘竜哉
[委 員]伊澤幸信 太田博之 豊岡義博 大和 勝 山田靖廣 池島和行

編編編 後後後集集集集集 記記記記記 広報広聴委員会委員 豊岡 義博

市議会の詳しい情報は、岩見沢市議会のホームページをご覧ください。
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岩見沢市議会

第４回定例会は１２月に開催します。
日程が決まり次第、ホームページや市内
公共施設等に掲示するポスターでお知
らせいたします。

岩見沢市議会広報広聴事業 意見交換会 を開催します。

日時 平成２９年11月25日(土)
午後３時～（開場：午後2時30分）

会場 岩見沢市生涯学習センターいわなび
岩見沢市４条西１丁目

除 排 雪 に つ い て開催テーマ

自家用車でご来場される方は、地下駐車場を
ご利用ください。満車の場合は以下に記載の
提携駐車場もご利用いただけます。
受付でレシートに確認印押印により最大４時
間無料となります。

入場無料

議議会会をを傍傍聴聴ししててみみまませせんん議会を傍聴してみませんかかか

ホホーームムペペーーホームページジジ 議議会会中中議会中継継継

議員名簿、議会の概要、本会
議・委員会開催のお知らせ、
議会報告会・意見交換会、過
去の会議の結果（会議録）な
どを掲載しています。

本会議の模様を生中継・録画
中継しています。視聴に当
たっては、ホームページの

「市議会インターネット中継」
にアクセスしてご利用くださ
い。

本会議・委員会は当日に傍聴席入口で、受付票に住所、氏名をご記入いただければ、傍聴することができま
ので、お気軽にお越しください。
いずれの会議も市役所本庁舎３階で行われます。
※団体で傍聴される方は、席の確保の都合上あらかじめ議会事務局にご連絡ください。

いわなび駐車場 4条西1丁目

中央パーキングあづま 4条東1丁目

開発パーキング 2条西3丁目

3条西4丁目パーキング 3条西4丁目 2
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